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お　矢口　ら　せ

今年も､特定疾患医療受給者証交付申請(継続)の時期がやっ
て来ました｡

1 ､申謂書類__　①特定疾患医療受給者証交付申請書
(正･副2部)

(診個人調査票

2.揺Lq!.期限一一_　平成10年2日1R～ 2日中旬まで

今年度の書類は､昨年の交付時に保検所より郵送されているは
ずですのでお確かめFさい｡

もし紛失された場合は､医療機間には置いてありませんので､
釧地保健所予防課予防係まで連絡下さい｡ 【8 0154-2211233 】
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づつですが前進し､現在まで特定疾患として認定され､医療費が公費負担
となっているのは､国38疾患･道7疾患と
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このような状況のなかで
ば､その困難な状況を乗

っています｡しかし､これ
からは､まさに高齢少子化による医療費の増大､国.地方自治体の行財政
構造改革(財政悪化)により､上記の通り前進どころか､後退させられる
ような状況となっています｡

年も､国会詣願の署名
に､病気をかかえなが
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きるだけの協力
お願い致します｡
役員は､今年も一生懸命頑張りたいと思います｡よろしくお願い

私たちの願い　　総合白勺な難す丙対策の碓_TL7_

病気の早期発見の体制づくりと､治療の研究からリノ＼とりティーション
までの一貫した医療体制の告僻や､安心して頼義できる福祉の充実､そし
て教育や雇岡保障などの実現のため､全道の医療機間､専門医､医療､福
祉行政､市町村自治体を網羅する総合的な対策の確立を目指していますo
そのための誠願を始めとする様々な活動を行っていますo

難病漣釧路支部　支部長　　佐藤　信洋

情勢　　　支部幹雫　渡辺小夜子
友の会釧路地方支部　小粟　恒轄

IしけJy病釧路1ロ､ソク　久一本　トシ

本てんかん協会道東分会　大槻　　茂
支部申稽局長　古田　典子

のお簡い
へ　　･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

☆　北海道難病連加盟団体一覧
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皆さん、新年おめでとうございまJ’。お正月は、いかがお過ごしになりましたか。

　

また、1937年の一年間はどんな年､であったでしょうか。患者・弱者を取り巻く状況は、ますます、厳しいものとなっています。

　

さて、おdj」は、何かと暴飲・暴食が多くなり、体重も増えることも考えられます、皆さんは、大丈夫でしょうか。

　

皆様お待ちかねの、『新年交流会』をﾄﾞ記の通り開催致します、
寒い時期で外出するのも大変なことと思いますが、患者同十の話し合う場でもあります。是非、ご出席下さいますよう役口一同お待ちして

います。
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言己

平成１０年

　

２月

　

７日（土）午後

　

１時｛｝U分

釧路市福祉会館（＝令（町9-1 /　a23－ 6471)　2

, 0 (J 0円　（お一人様）

※
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ですよ。

ですよ。

部　　　会　　　名　　（担当者）

�電　　　　話腎　　　　友　　　　会（佐藤）

バージャ-一病　友　の　会　（石　井）

小　　　　　嶋　　　　　会（田名部）

肝　　炎　　友　　の　　会（小　柴）

リ　ウ　マ　チ　友　の　会（岩　崎）

膠　原　病　友　の　会　　（鈴　木）

橋　本　病　友　の　会　　　（内　山）

才　久　ト　ミ　ー　|高　会（諮　砿）

パーキンソン病　友　の　会（木　谷）

二分脊椎症児（者）を守る会（石戸谷）

□本てんかん,協会道東分会　（大　槻）
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★これまで0⊃主な子吉動内容★

月日 俎8駟kﾂ�場所 伜����B�

9月25【∃(木) �>����ｿｩч&霎hﾚy&ｸ橙�)>��ｫ8�(/�竧.穐ｨ*ﾘ�9¥�,b�Y�8,ﾈﾋｸ�8,h攣��2�gｹYH嫌:�駟k�ｼy+r�釧路市福祉会飽 鼎Ykﾂ�

27日(土) �>���&9k9{���igｹYF｣ﾒ�8��市V.根室総合病院 �3ikﾂ�

10月16日(杏) 仭ｩц�8ﾉ(ﾔ�-ﾈ,(.��)k9{��&ｲ顋�kﾂ韈hｾ�2�釧路市国際交流センター 免�����8�����

★部会C7)主な子吉車力★

月日 偃Xﾜ8�"�>�tｦ��場所 佶ﾕFﾙ�B�

10月JFl(土) 冉ｸ､9;豫ﾈ乘th,ﾈ橙�)fｸ､9;�,ﾉ<�.壱隲8/��ﾖﾈ*h.亅8�(,ﾈ�**2�釧路市福祉会館 ���9kﾂ�

12日旧) 仭ｩч&饑ｹ[ﾉth橙�nﾈ詹�ﾙ��6��4ﾈ887�ﾘ92�釧路サテ-前 �#�kﾂ�

18日(土ー �6��ｸ*�99V�th,ﾈ檍�9|8ﾗX�橙�(彿.ｸ,X,X*ｸ.��ｬ�%�,�.�6�7)�ﾈ爾ﾘ5h�笳*2�釧路市福祉会館 �3Ikﾂ�

ll,FI24日tR) �,H/�*�/�ｺh檠�驅饂ｨ橙�(,H/�*�/��9|9�ｩ&ｸ檄2�諸���)?�萃�4阡�+x揵�闖噂X�ﾙWh���釧路市福祉会館 �#�kﾂ�

12円LHj(木) 棉Gｴｨ7ﾘ6冲h,ﾈ檄(4�8ｨ5ペ?ﾈ檄2�釧路市福祉会館 �#洩ﾂ�

12月('日(土ー 綿6x4ﾃ���V�th,ﾈ檄(7(6h4亊8�ﾈ檄2�釧路市福祉センター ��ikﾂ�

★今後くフ) -T,定★

月日 偃Xﾜ8�"�>�vR�場所 

1月24日(土) �>����Iy8ﾉ&霎b�厚岸.浜中支部池txI 
25R伯) �(迚YIo�醜ﾊH�8檄2�

JIR7｢ーI｣-l ▲一′▲lLJ＼_｣一l ��俤YV�*ｩ�靈颯靠�zﾈ檄2�針!托市7喜Tit会館L 

｢七月16日(-i)l �>���曳ｹYJ).葦ｩ�ﾘ檄2�l札幌市内 

8月1日(土ー �>����gｹYB�
2日旧) �)�c#X��>��ｫ8�"���･��(,b�

家族の全迫集会｣ 

_Jl_
■十
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手
で
作
っ
た
自
分
の
作
品
に
､
皆

さ
ん
笑
み
を
浮
か
べ
､
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
も
､
今
注
目
さ
れ
て
い
る
外
科
療
法
や
医
療

費
問
題
な
ど
山
積
み
し
て
い
ま
す
o

私
た
ち
も
'
そ
の
一
つ
1
つ
を
前
向
き
で
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

●

ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
､
こ
の
会
を
開
い
て
下
さ
い
ま
し
た
Q

役
員
の
皆
さ
ん
'
ご
吉
男
さ
ま
で
し
た
｡
有
り
撃
っ
御
座
い
ま
し

た
｡
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医

療

相

談｣
父
冶
肌
A
方
を
開
い
て

日
本
て
ん
か
ん
協
会
北
海
道
支
部
道
東
分
会

世

話

役

　

大

　

槻

　

　

　

　

茂

難
病
通
の
方
々
の
実
質
的
な
ご
協
力
と
ご
真
性
を
頂
き
'
九
E
=

に
発
足
し
た
｡
て
ん
か
ん
協
会
道
東
分
会
は
ー
去
る
十
1
月
二
十

四
日
に
医
療
相
談
会
･
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
.

当
初
は
'
交
流
会
の
み
行
う
予
定
で
し
た
が
.
世
話
役
S
Y
さ

ん
が
通
院
し
て
い
る
o
昭
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
:
j
L
j
原
常
夫
院
長
先

生
(
心
療
内
科
)
が
参
加
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
､
急

速
､
医
療
相
談
会
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

前
回
の
交
流
会
で
は
､
十
二
家
族
の
参
加
で
し
た
が
､
今
回
は

新
聞
報
道
が
奏
功
し
､
予
想
外
の
二
十
四
家
族
二
十
名
も
集
ま
り

ま
し
た
o
相
談
会
で
は
､
薬
の
副
作
用
､
遺
伝
性
の
有
無
'
子
供

の
行
事
参
加
の
考
え
方
､
学
校
や
友
達
へ
の
病
気
の
告
知
､
運
転

免
許
の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
､
小
笠
原
先
生
は
､

●



●

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
'
大
変
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

下
さ
い
ま
し
た
｡

二
時
間
を
越
え
る
医
療
相
談
会
の
後
､
交
流
会
を
一
時
間
ほ
ど

行
い
ま
し
た
｡
交
流
会
で
は
､
簡
単
な
自
己
紹
介
や
病
気
に
対
す

る
誤
解
や
偏
見
､
差
別
に
関
わ
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
｢
こ
う
ゆ
う
交
流
の
場
が
出
来
て
良
か
っ
た
｣
と
亭
っ

分
会
設
立
を
歓
迎
す
る
声
も
出
さ
れ
'
こ
の
会
を
T
層
充
実
発
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
､
意
を
決
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
o

健

康

ま

つ

m

リ

ノ

へ

雲

仙

し

て

釧
路
支
部
事
務
局
長青

　

　

田

　

典

千

去
る
､
十
月
士
ハ
日
､
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
｢
釧

路
市
健
康
ま
つ
り
｣
に
支
部
役
員
九
名
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
｡

主
な
内
容
は
ー
難
病
連
の
p
R
活
動
と
難
病
相
談
､
J
P
C
の

署
名
､
募
金
活
動
等
で
し
た
D
難
病
相
談
の
中
に
'
肝
炎
の
方
の

特
定
疾
患
取
り
消
し
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
り
､
深
刻
な
問
題
と

し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
｡
ま
た
'
署
名
､
募
金
活
動
の
大
切

さ
を
切
実
に
感
じ
た
1
日
で
し
た
o

た
だ
'
ち
ょ
っ
と
残
念
だ
っ
た
の
は
､
平
日
の
た
め
か
｢
参
加

し
て
-
れ
る
市
民
が
､
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
?
｣

と
思
う
状
況
で
'
主
催
さ
れ
た
釧
路
市
の
方
に
山
考
願
え
れ
ば
と

●

思
い
ま
し
た
｡

ま
だ
ま
だ
､
難
病
達
の
会
員
と
し
て
は
､
活
動
も
半
人
前
の
私

で
す
が
'
病
気
を
持
っ
た
身
だ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
り
､

ま
た
､
私
に
と
っ
て
は
､
｢
自
分
っ
て
何
だ
ろ
う
?
｣
と
､
自
分

を
見
つ
め
さ
せ
て
く
れ
る
会
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
近
く
に
､
一
人

で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
｡

]
[
人
よ
り
二
人
､
t
 
T
人
よ
り
皆
ん
な
で
'
声
を
掛
け
合
い
､
仲
間

作
り
を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
｡
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音

万

金

運

動

』

の

お

願

い

-

今
年
度
も
｢
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望
す

る
請
願
｣
の
署
名
･
募
金
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
署
名
運
動
も
､
今
年
こ
そ
百
万
人
突
破
を
図
り
'

私
た
ち
の
怒
り
や
不
安
を
国
会
議
員
に
伝
え
'
｢
総
合
的

難
病
対
策
｣
と
逆
行
す
る
｢
見
直
し
｣
を
打
破
す
る
た
め

に
､
総
力
を
挙
げ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
｡

ま
た
､
i
人
で
も
多
く
の
国
民
に
､
難
病
患
者
の
お
か

れ
て
い
る
状
況
や
難
病
対
策
の
意
味
を
伝
え
､
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
も
署
名
活
動
の
重
要
な
役
割
で
す
｡

こ
の
署
名
と
募
金
運
動
に
'
北
海
道
難
病
連
全
会
員
の

皆
様
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡
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｣ヒff毎道難病連i軍営協ブコ会8こごカロ入~~卜さし､o

□通常協力会は､定期･定額のご寄付ですo
□年間lrj 2.000円(法人･会社は､ 1万円)です.)

□機関雛『なんれん』 (年3- 4回刊)をお届けしよす｡
□2年日以降は､短隼人余目にご請求申しあげます｡
口中LL･退会は.自由ですので､ご連絡くださいo
ロご家族､お知り合いの皆様にも､ご協力をお願いして下さい｡
□活動資金として､次のように使わせていただきます｡

*難病隻周無料検診相談会　*医療講演会　*機関紙『なんれん』の発行
*陳情.請願I PR活動　*疾病別患者会･地域支部の活動　*弔務局の
運営その他

財団法人　　ヨヒ　　享毎　　追　　背任　　病　　連

〒0641O804　札幌市中央t真南4条西1 0丁目/北海道難病センター
25 (Oll) 521-3233　/ FAX roll) 512-4807

巨廟惑百恵盃中藤言語転意恵;IZニ21 ]
l

1 0名にJIE)スワ-ドItスIL　健筆?)半島が当たる

答えはハカキ又はFAXで下記までお送LJくださいo

〒085　釧路市美原5-18-11柏原突鉱(FAX 36-5232)

正解者多数の場合は抽選とさせていただきますo

【夕子のカギ】
i.今度の田中丸栄の講演会には00に縄つけてでも連れて行

くわヨI
2.沸点も車で0000につかまったままでイネムリなんかし

てるから､チカンと聞違えられるのヨネ｡
3.夕べ､いきなり0000住宅でも貰おうかなんて言い出す
のヨ･お金もないくせに何考えてんだか?

6.夕べの大ゲンカ?あ～あれネェ一､ 00の地車りはこう
いう訳よ‥.

ヒント･,井戸端会議

rうちの亭主｣ 【ヨコのカギ】

1.うちのったら何度注意したって丸めて脱ぐのよ!息子も右にな
らえ日　あったまにきちやう｡

-i.明日は運動会ね...父親似の息子はまた今年もOOかしら?

情けないったらありやしない｡
5.うちの亭主の体重は000乱私の体圭は上昇乱ハア一一-
7.うちのったらもうすぐ50に手が届きそうだってのに､まだ00

00が先かタマゴが先かなんて言ってるのよT.'′て力みたいでし
ょう!!

-5Z
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私たちは、みんなが安心して暮らせる

　　　　　　　　　　

社会をめどしてあります。
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i:ｇ匡瓦］ぞ本こ】

団　　　　　　　　休　　　　　　　　名

�疾　病　名

�代　表　者

�迪　　絡　　先

北海斑腎癩病患者連絡協謹会釧路地方腎友会

�腎　　臓　　喘

�鈴木　安男北海道肝炎友の会釧路支部

�肝　　　　　　炎

�小栗　恒穂
日本リウマチ友の会北海道支部釧路油結合

�リ　ウ　？　チ

�大;;　　勇全国ｇ原病友の会北海道支部釧路地区連結会

�哩　　原　　病

�渡辺小役子
北満洲バージャー病友の会釧根支部

�ハージヤー　病

�石井　　彰北浦退小鳩合幻11路地区連絡合

�ダウン　症候群

�佐藤　　治
北海jflJS4<病友の公釧路地区連吟会

�砥　　本　　病

�内山由西子日本オストミー協会北海道支部釧路分会

�人工肛rl

・

励銃

�諸橋　国明

全国パーキンソン病友の会北海道支部釧路ブロック

�パーキンソン病

�大内　神助全国筋無力症友の会北海道支部釧路地区連絡会

�筋　無　力　症

�南沢　道男
北海道ベーチェット病友の公釧路地区連結会

�ベーチェット病

�尾崎　友子全国二分脊椎症児（右）を守る会釧路地区連絡会

�二分脊椎　　症

�石戸谷　登
日本てんかん協会北海道支部道央分会

�Ｃ　ん　か　ん

�大槻　　茂＊あすなろ会（個人参加碍病患者の会）　＊乾疸の会　＊再生不良性貧血患者と家族の会　＊全国心函病の子供を守る会　＊胆遵閉塞症の子供を守る会　冰プラタナスの会（プラグ・ウィリ症候群親の会）　＊北海道ＡＬＳ（筋萎縮性但1索硬化症）患者・家族の会準備会　＊北海道潰瘍性大痛炎・クローン病友の会　＊北海道後縦靭帯骨化症友の会　＊北海iHVSK小脳変忖症友の会　＊北海司朗Ｑ症児を守る会　＊北海i11多発牲硬化症友の会　＊北海道砥部の会　＊北海道ヘモフィリア（血友病）友の会　＊未熟児網歴症から子供を守る会　＊もやもや病の患者と家族の会　＊筋ジストロフィー部会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　以上29団体・30部会

【連絡先】（財）北海iH.H病迪釧路支部　　支部長　佐　藤　信　洋　肌(0154) 25 － 2012 (FAX)
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ド.-′-.-′-.-I-,-.･ 7 13のスローガン　-′-I-′-′-′-

1☆　国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さい//

☆　全ての難病の治療を公費負担にして下さい/!

☆　介護手当ての支給と通院交通費､付添費の補助をノ/

☆　患者､障害児者の教育の選択権を親と子に/!

☆　医療過誤､薬害を無くし被害者救済を//

~′~′!

l

l

l
ヽ

1

1

1

1

i☆北海道の総合的な難病対策の確立を~日も早く!/　　　1

1☆広く道民と辛を結び明るい福祉杜会を実現させようノ/    -

●　L,-.-.-′-′-′-.-.-.-′-.-.-.-.-′-.-′-′-.-.-′-′-.-′-′j
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肘Eg法人　　　北海iI

難病連
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